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・製造や品質管理のため
の技術開発
・規格・基準の検討

⑵プロトタイプ燃料
設計のための試験 
データ整備

・照射試験準備（リグ設計等）
・試験炉を用いた材料照射
・照射後試験

⑴事業の効率的・
 効果的実施に
向けた体系的準備

・開発状況調査
・技術成熟度整理
・研究計画策定

⑶導入に起因する
要素技術、規格、
規制基準整備
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・燃料設計のための基礎
データ取得及び詳細解析

・照射試験準備（リグ設計等）
・試験炉燃料棒照射
・照射後試験
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１）LTR：Lead Test Rod
２）LTA：Lead Test Assembly
３）LUA：Lead Use Assembly
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開発ステップ



開発メーカ 開発段階 原子炉 状況 備考

フラマトム社
*クロムコーティングM5

被覆管

先行ロッド照射試験
（LTR）

米国・先進試験炉
照射試験完了
（2019）

健全性を確認

先行試験燃料集合
体照射試験
（LTA）

米国・ボーグル
スイス・ゴスゲン

照射試験完了
（2024）

健全性を確認

ウェスチングハウス社
クロムコーティング
ZIRLO被覆管

バッチ装荷 米国・ボーグル
バッチ装荷の計画
（2025）

-

*実装目標時期は2027年

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

サザンニュークリア社 ボーグル原子力発電所 米国

エンタジー社 アーカンソー・ニュークリア・ワン原子力発電所 米国

エクセル・エナジー社 モンティセロ原子力発電所 米国

Collaborative Research on Advanced Fuel Technologies for LWRs (CRAFT)-2Q24会合資料の一部抜粋

海外におけるCr-Zryの開発状況

サザンニュークリア社 ボーグル原子力発電所 米国



米国での開発体制

➢ 開発体制

原子力の戦略的課題に
係る諮問委員会

政府業務及びコミュニケー
ションに係る諮問委員会 電力研究所 ATF研究協力

ミッション：研究協力の促進
（単独機関、複数機関で
構成されるチーム）

国立研究機関

大学

国際機関

規制当局

燃料メーカー

電力事業者

ATF作業グループ
（ATFWG）

ミッション：ATFに関する産業界の方針や活動の先導

・エクセロン ジェネレーション カンパニー  ・ウェスチングハウス エレクトリックカンパニー
・デューク エナジー コーポレーション  ・ライトブリッジ コーポレーション
・サザンニュークリア オペレーティング カンパニー  ・ジェネラル アトミックス
・ドミニオン ジェネレーション   ・アメリカン エレクトリック パワー
・アリゾナ パブリック サービス カンパニー   ・エックス エナジー
・PSEG ニュークリア   ・ NAC インターナショナル
・エクセル エネジー   ・オラノ
・GE 日立 ニュークリア エナジー   ・ジェンセン ヒューズ
・フラマトム  ・エクセル サービス
・ウレンコ  ・電力研究所（EPRI）
・MPR アソシエイツ  ・原子力エネルギー協会（NEI）

ATF 燃料ライセンシングとセフティベネフィットタスクフォース
配備までの燃料認定、及び規制上のベネフィット＆高富化の実現

ATF対外関係タスクフォース
資金調達とコミュニケーション

https://www.nrc.gov/docs/ML1725/ML17255A004.pdf



原子力機構に求められる機能・役割

・国研が有する国際機関や海外機関とのチャンネル

→海外炉照射試験等に係る国内・海外ステイクホルダとの調整

・国研が有するユニークな施設・設備（共通基盤技術）

→基礎基盤研究実施による、メーカ開発の支援

→国内早期実装化の加速

・これまでのATF開発を通じて構築した国内ネットワーク

→様々なステイクホルダを有機的に繋ぐハブ機能

・原子力人材（研究者・技術者）の教育・育成

→照射試験等の原子力研究開発に係る枢要技術、ノウハウ等
 の維持・継承
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